
令和６年度　中学２年　シラバス

□科　目

□授業時数 １時間 ／週

□教　材

□授業計画 月 備　　考

向上心・個性の伸長

希望と勇気，克己と強い

意志

希望と勇気，克己と強い

意志

真理の探究，創造

思いやり，感謝

友情，信頼

友情，信頼

相互理解，寛容

遵法精神，公徳心

遵法精神，公徳心

勤労

自己を見つめて物事を多面的・多角的に考え，人間としての生き方について考えを深めることができるようにする。

年間を通した課題提出の平均，授業態度や忘れ物の有無などによる総合評価

力を高めることができるようにする。

にし，義務を果たしていこうとする道徳的判断

規範意識の大切さに気付き，自他の権利を大切

の念に基づく真の友情を育んでいこうとする道

異性間でも協調することの大切さに気付き，敬

加奈子の職場体験

自分を考える２（廣済堂あかつき），中学生の道徳ノート２（廣済堂あかつき）

５月

7月

徳的態度を養うことができるようにする。

うことができるようにする。

心情を育むことができるようにする。

ことができるようにする。

生み出していこうとする道徳的実践意欲を培う

ガストロカメラ

□学習到達目標

□成績評価基準

夢や目標に向かって生きることの大切さに気付

内　　　　　　　　　　　容

４月
的実践意欲を培うことができるようにする。

て充実した生き方を追求していこうとする道徳

真実を大切にし，真理を探究して新しいものを

敗に直面しても，諦めない道徳的実践意欲を培

単　元・項　目

アイツとセントバレンタインデー

地図のある手紙

愛しながら，よりよい人間関係を築こうとする道

自己表現の素晴らしさに気付き，個性を伸ばし虎

６月

９月

 道　徳

野生の猛禽を守るために

なぐ思いやりの心を大切にしようとする道徳的

相互理解を図る大切さに気付き，自分の考えを

傘の下

思いやりの心の温かさに気付き，人と人とをつ

信頼することの大切さに気付き，相手への敬愛

徳的実践意欲を培うことができるようにする。

伝えるとともに，各自の個性や立場を尊重し，

嵐のあとに

徳的実践意欲を培うことができるようにする。

仏の銀蔵

かって努力していこうとする道徳的実践意欲を

他者のものの見方や考え方から学ぼうとする道

公徳を重んじ，社会の規範を守ることの大切さ

に気付き，自他の権利を大切にし，義務を果た

目標に挑戦することの意義に気付き，困難や失

本物の将棋指し‐村山 聖‐

き，困難や失敗を恐れず，自らの夢や目標に向

培うことができるようにする。

「キング」と呼ばれる理由

‐三浦 知良‐

養うことができるようにする。

して規律ある社会の実現に努める道徳的態度を

道徳的実践意欲を培うことができるようにする。

や意義を理解し，将来のことを考えようとする

働くことの厳しさや誇りに気付き，勤労の尊さ



令和６年度　中学２年　シラバス

□授業計画 月 備　　考

家族愛，家庭生活の充実

よりよい学校生活，集団

生活の充実

郷土の伝統と文化の尊重，

郷土を愛する態度

我が国の伝統と文化の尊

重，国を愛する態度

国際理解，国際貢献

生命の尊さ

生命の尊さ

生命の尊さ

自然愛護

よりよく生きる喜び

３月

10月

11月

欲を培うことができるようにする。

家族を敬愛し，家庭の一員としての自覚をもっ

て充実した家庭生活を築こうとする道徳的態度

を養うことができるようにする。

看取りの医者

2月

ネパールのビール

培うことができるようにする。

世界中の人々と協働し，互いに尊重し合いなが

ら，国際平和と人類の幸福に寄与する道徳的実

天使の舞い降りた朝 「生きる」ということの多面性に気付き，限り

尊厳をもって生きることの大切さに気付き，生

命の尊さについての理解を基に，自己の生き方

き，畏敬の念をもって自然を愛する道徳的心情

を育むことができるようにする。

12月

できるようにする。

１月

燃え盛る炎

を考え続けようとする道徳的実践意欲を培うこ

践意欲を培うことができるようにする。

国

一冊のノート

気付き，地域社会の一員として郷土の伝統と文

化を大切にしていこうとする道徳的実践意欲を

最も悲しむべきことは，病める

ことでも貧しいことでもなく

内　　　　　　　　　　　容単　元・項　目

郷土に受け継がれた伝統文化のよさや大切さに

情を育むことができるようにする。

び社会の形成者としてその発展を願う道徳的心

見出していこうとする道徳的心情を育むことが

樹齢七千年の杉 人間の力を超えた自然の雄大さや悠久さに気付

「生きる」ことについて考えることを通して，

生命を尊び，人生を懸命に生きていこうとする

日本に生きる者としての自覚をもって，国家及

ある自分の人生を懸命に生きていこうとする道

明かりの下の燭台

徳的実践意欲を培うことができるようにする。

集団における自分の役割と責任を自覚し，集団

生活の充実に努めていこうとする道徳的実践意

誇りや深い人間愛を大切にして，生きる喜びを

越えたいと願う気高さに気付き，人間としての

人を信じ切ることのできない弱さとそれを乗り

人と国との関わりについて考えることを通して，

相馬野馬追の季節

とができるようにする。

道徳的態度を養うことができるようにする。
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